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今育は、お忙 しい中をご来場いただき、団員―同厚くお礼申し

上げます。

東京アマデウス合唱団は、 1000年 の目立以来、モーツァルト

のほか古典派の作品を中心にはぼ毎年 1回の定期演奏会を行って

まいりました。

今回で19回 目の定期演奏会を開催する運びとなりましたことは、

毎回続けてご来場を頂いております方々に支えられ、加えて、本日

ご来場の皆様方からの暖かいご支援を頂いたお陰であり、団員―同

心から感謝いたしております。

本日は、日本では演奏実績の少ないミヒャエル・ハイドンのミサと

ラインベルガーのスタバトマーテルの2由に、プルックナーの作品を

加え吉奥派からロマン派への晨菫を目みることといたしました。

本年は、昨年並みの人数で演奏することとなつてしまいました

ので、伴奏の規模は小さくしましたが、特にラインベルガーの

スタバトマーテルについては、ポジティフオルガンではなく足鍵盤

つきのパイプオルガンを使用し、本来の形でもう一度演奏したいと

思っている曲であります。

演奏会の費用や人員と薇習時間の確保には、相変わらず苦労して

はおりますが、指導者の熱意と団員皆の努力により、本 Bの本番を

迎えることができることとなり、団員の一人一人が精一杯力を出し

切って今回の演奏会を成功させたいと思っております。

本日は、暖かいご声援と共に演奏をゆつくりお楽しみ下さい。

1999年 10月 23日

果泉アマデウス合唱団

団 長
柿 沼  替

拶挨
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」ohann Ceorg Albrechtsberger
古 典 派 の 作 曲 家 Albrechtsbergerは 、 1736年 2月 3日 ウ イ ー ンで 生 まれ 、 7歳 て
Klosterneubergの ア ウ グ ス テ ィノ 修 道 院 の 少 年 聖 歌 隊 員 に 成 っ て オ ル ガ ン、

通 奏 低 音 、 作 曲 を 学 び 始 め  1749年 か ら 1754年 に か け て Melk修 道 院 に 居 て
」oseph Weissな ど に オ ル ガ ン と作 曲 を学 び 、 1755年 に は イ エ ズ ス 会 セ ミナ リ
オ 、1766年 11月 か ら Silesiaの Neissen男 爵 に オ ル ガ ニ ス トと して 仕 え 1772年
カ ル メ ル 会 修 道 院 の 合 唱 指 揮 者 兼 宮 廷 オ ー ク ス トラ の オ ル ガニ ス ト、 1791年
l A Mozartの 後 任 と し て 聖 Stephen大 聖 堂 の 楽 長 Leop。 ld Hofmannの 下 て

副 楽 長 を 務 め 2年 後 楽 長 に昇 任 して 以 後 1809年 3月

'日
世 を去 る ま で 務 め た 。

そ の 間 、 非 常 に オ 能 の あ る オ ル ガ ニ ス ト と して

“

ozartの 高 い 評 価 を 受 け 、

ま た 教 育 者 と して も評 判 が 高 か っ た 。 J Haydnは 彼 を 当 時 ウ イ ー ン で 最 も

優 れ た 作 山 の 教 え 手 と 称 え 、 1794年 か ら 翌 年 に か け て Beethovenを 彼 に

学 ば せ た .

・Praolu`iuロ  ニ 短 調  作 品 3の 4

Michael llaydn
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M Haydoの 作 品 は 、 す で に こ の 合 唱 国 が A Mozartの 作 品 と と も に し ば し ば

取 り上 げ て 来 た 。 1737年 9月 14日 オ ー ス ト リア の Rohrauて 幼 児 洗 礼 を 受 け
」oseph naydnの 弟 と して 誕 生 が 記 録 さ れ る 。 1745年 St Stephen教 会 の カ テ ド

ラ ル 聖 歌 隊 に 入 り、 音 楽 の 基 礎 を この 時 代 に 学 ん だ 。 1757年 に ハ ン ガ リー の
Gro sswardeinの 司 教 の も とで 楽 長 に 就 任 、 1768年 26歳 の 時 L Mozartの 後 任 と

し て Salzburgの 大 司 教 Sigismund Schrattenbachの 楽 団 首 席 奏 者 と な り、
1777年 同 地 の 聖 三 位 一 体 教 会 の オ ル ガ ン奏 者 に 就 任 、 1'81年 か らW A Mo2art
の 後 任 と して Sarzburgの 大 司 教 HierOny口 us Colloredの も とで 宮 廷 及 び 大 聖

堂 の 楽 長 に な り、 1301年 か ら 2年 に 掛 け て フ ラ ン ス の 占 領 を 避 け て ウ ィー ン
ヘ 逃 れ る が 、 1806年 8月 10日 Requieaを 作 曲 中 に 倒 れ る ま で ほ と ん ど Salzburg
を 離 れ な か っ た 。

日,338 Te口 oOre O● 8dra3031■ 8● (四 旬 節 の ミサ )11503
M Haydnは Mozart家 との 関 係 が 深 く、 Reqtiem K626(1791)が 彼 の 1771年 大 司

教 Sigismundの 告 別 式 の た め に 件 由 した Requiemと 驚 くほ ど よ く似 て い る 事 は

知 ら れ て い る が 、 こ の 1,94年 の 四 旬 節 (3月 6日 )の た め に 書 か れ た ミサ 由 に も
Credoの 後 半 の 《et unan sanctan catholicam et apOstolicam Ecclesiam)
の 部 分 の ソ プ ラ ノ に

“

o2artの X626と ほ ぼ 同 じ 旋 律 が 現 れ る ほ か 、 全 体 に

Mozartの 曲 風 と非 常 に 近 い も の を 感 じ さ せ る 。 四 旬 節 は 、 灰 の 水 曜 日 か ら

聖 木 曜 日 の 主 の ll■ 餐 の ミ サ ま で 続 く 40日 間 の 復 活 祭 の 準 備 の 季 節 を 指 し、

日曜 日 を除 い て 考 え て ラ テ ン式 典 礼 で は 復 活 祭 の 日曜 日 まで 続 け ら れ る 。

罪 の 償 い と い う 性 格 を 持 つ て い て 、 復 活 徹 夜 祭 に 行 わ れ る 入 信 式 の 準 備 、

と りわ け 洗 ネし志 願 期 の 教 話 と典 礼 の 充 実 化 と に 関 係 し て い る 。 こ の 作 品 は

そ の 四 旬 節 の ミサ の 定 例 に従 っ て 01oriaが 省 略 さ れ て い る 。



」oseph Anton Bruckner
ロ マ ン派 後 期 の 交 響 山 の 作 由 家 と して 名 高 い Bruclnerは 、 Mozartの 死 後 30年

以 上 を経 て 1324年 9月 4日 オ ー ス ト リア の Linzに 近 い Ansfeldenて 地 元 の 学 校

の 校 長 兼 オ ル ガ ニ ス トの 息 子 と し て 生 ま れ た 。 早 く か ら 母 親 が 聖 歌 隊 に

所 属 して い る教 会 の 音 楽 に接 し、 従 兄 弟 の Johann Baptist Weissの 許 て 和 声

を 学 ぶ 。 そ の 当 時 Linzの 大 聖 堂 で MOZartの ミ サ 曲 や Πaydn兄 弟 の 面 を 初 め て

聴 い て 作 曲 を試 み 、 彼 の 最 初 の Pange Lingua WAB31か 書 か れ る 。 そ の 後 1845
年 か ら聖 Florian修 道 院 の 筆 頭 助 教 を 務 め 、 そ の 初 期 に Tantum erg。 が 7由 書

か れ る (WAB32 41 42 43)。 1851年 12月 か ら聖 Florian修 道 院 の オ ル ガ ニ ス ト

1855年 12月 か ら Linz大 聖 堂 の オ ル ガ ニ ス トに就 任 し 13年 間 を こ こ で 過 ご す

間 に Richard,agnerの Tannhauserの ス コ ア を Otto Kitzlerと 二 人 で 研 究 す る

な ど、 Kitzlerに 学 ぶ こ とに よ つ て 作 品 に も成 熱 を 見 せ 、 ミサ 曲 二 短 調 WAB26
(1¨ 4)な ど に そ の 成 果 が 現 れ 始 め て い た 。

101■ i33o「 berich編 「 宗 数 合 唱 由 選 集 Jよ り

'an30 1ing■
3 et 'antu●  erOo WAB33

こ の Pange linguaは ミサ 曲 へ 短 調 WAB23を 作 曲 ■ 1868年 1月 31日 に 完 成 し た

も の で 、 こ の 曲 の 目的 で あ る 4月 の 聖 霊 降 臨 の 祝 日 か ら 8日 後 の 木 曜 日 ま で

ま だ か な りあ る う ち に 作 られ た が  実 際 に は 使 用 さ れ な か っ た の か 、 1885年

に Jusica Sacraに 掲 載 さ れ て 存 在 が 知 ら れ る よ う に な っ た 。 初 演 は 作 由 後

22年 を 経 た 1890年 8月 18日 で あ る 。 グ レ ゴ リオ 聖 歌 の 166節 を 歌 詞 と し て

使 用 し、 旋 律 の 基 礎 に 原 由 を 活 か しな が ら フ リギ ア 調 (教 会 旋 法 の 一 つ て

ホ を 終 上 音 と す る )の 旋 法 に よ つ て 神 秘 的 に か つ ビ ア ニ ッ シ モ か ら フ ォ ル

テ ィ ッ シ モ まで 使 う変 化 に富 む 和 声 で コ ラ ー ル 風 に ま とめ て い る 。

昇 階 唱 Locu8 18te 11323ハ 長 調
1869年  Brucknerは 前 年 秋 か ら ウ イ ー ン 音 楽 院 で 教 鞭 を 執 っ て い た が  8月
11日 夏 の 休 暇 で Linzに 滞 在 中 こ の 曲 を 完 成 した 。 同 年 9月 29日 に Linzの 新 し

い 大 聖 堂 の 献 堂 式 が 行 わ れ た 際 、 彼 の ホ 短 調 ミ サ 曲 WAB27が 作 由 者 自 身 の

指 揮 で 演 奏 さ れ る 際 に 挿 入 して 使 わ れ る 筈 で あ つ た が  初 演 は 1か 月 遅 れ て

10月 20日 に 別 人 の 指 揮 て 同 じ大 聖 堂 で 行 わ れ た 。 歌 詞 は 献 堂 式 用 昇 階 唱 聖 歌

の 前 半 だ け を採 り  《Locus iste a Deo factus est》 が 初 め と終 わ りに 祈

り を促 す よ う に静 か に 印 象 的 に 強 調 さ れ 、「 (人 知 の )は か り難 き不 思 議 」

《in a stimabile sacramentum)の 部 分 で ダ イ ナ ミ ッ ク な 緊 張 の 高 ま り を

ク レ ッ シ ェ ン ドで 表 して い る 。

讃 歌 Vexi1la n。 0,3つ rOdOont lA351
この 曲 は 1892年 2月 9日 に 書 か れ 、 3月 31日 聖 金 曜 日 に聖 Florian修 道 院 の 礼 拝

堂 で 3ernhard Deublerの 指 揮 で 初 演 さ れ た 。 1891年 1月 に ウ イ ー ン音 楽 院 を

辞 職 した Brucknerは  作 曲 は 続 け て い た が 体 の 衰 え が 進 ん で い て  初 演 に

臨 席 す る こ と も で き な か っ た 。 彼 と して は 最 後 の 典 礼 用 の 作 品 と成 つ た 。

歌 詞 は 受 難 週 第 1聖 日 の 晩 課 に 歌 わ れ る讃 歌 に よ っ て 居 り、 全 七 節 の う ち 1

67節 が 採 ら れ て い る 。 フ リギ ア 調 風 の 遅 い 荘 厳 な ユ ニ ゾ ン で 始 ま り、 そ れ

が 上 昇 しな か ら 加 速 さ れ る と と も に ク レ ッ シ ェ ン ド して 終 上 し (R Wagner
か Parsifalの モ チ ー フ に使 つ た ドレス デ ン・ ア ー メ ン を 暗 示 す る )、 転 調 の

多 い フ ォ ル テ の 部 分 に 最 も強 調 さ れ る 歌 .・lが 置 か れ 、 ホ 短 調 か ら 変 ホ 長 調
へ の 転 調 を 経 て 再 び フ リギ ア 調 で 終 わ る 。 この 旋 律 が 歌 詞 ご とに微 妙 に 形 を

崩 しな か ら三 度 繰 り返 さ れ 、 ア ー メ ンで 終 わ る 。 この 面 は依 頼 に よ っ て 書 か

れ た の で は な く、 Brucknerの 自 主 的 な 作 品 で あ つ た と言 わ れ て い る .



Joseph Gabriel Rheinberger
Rheinbergerは 1889年 3月 1'日 ドイ ツ とオ ー ス ト リア の 間 に挟 まれ た リ ヒテ ン
シ ュ タ イ ン侯 国 の 首 府 Verduzて 侯 の 子 息 の 会 計 係 を して い た 家 に生 ま れ た 。
6歳 の 時 か ら厳 し い レ ッス ンを受 け 、 7歳 の 時 に は Verduzの 教 会 の オ ル ガ ニ ス
トに 成 り、 8歳 の 時 に は ミ サ 曲 を 発 表 す る な ど 、 早 熱 な 才 能 の 持 ち 主 て
あ っ た .ミ ュ ン ヘ ン 音 楽 院 で 理 論 、 オ ル ガ ン 、 ビ ア ノ を 学 び  在 学 中 か ら
作 画 を 熱 心 に手 が け る よ う に な り、 1359年 に作 品 1の ビ ア ノ 由 を 発 表 す る 。
以 後 彼 は ビ ア ノ曲 よ りむ しろオ ル ガ ン 曲 の 重 要 な 作 曲 家 と して 知 られ る よ う
に な る 。 同 じ 年 彼 は 奎 Michael教 会 の オ ル ガ ニ ス トに 就 任 し、 1866年 ま で
務 め 、 Stabat Mater件 品 lGな ど い くつ か の 宗 教 作 品 を完 成 した 。 1864年 か ら
18,,年 まで ミ ュ ンヘ ン合 唱 協 会 の 指 揮 者 を 務 め  宮 廷 オ ペ ラ の 指 揮 も担 当 し
た 。 1867年 再 開 さ れ た 音 楽 院 で オ ル ガ ン と作 曲 を 教 え る よ う にな り、 1877年
に バ イ エ ル ンの 宮 廷 楽 長 に就 任 して 、 1884年 に は ベ ル リ ン■ 立 ア カ デ ミー の
会 員 に 推 さ れ た 。 1901年 これ ら を辞 職 して 間 もな く 11月 25日 に死 去 した 。
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指  揮 孫「 ]匡 リ ヨ
`主東京芸術大学卒業、同大学院終了.芸大定期演奏会のプラームス

『 ドイツレクイエムJで ソリストに選ばれた他、在学中から、ベー トー

ベン「 交喜曲事九番」や、多くの宗教音楽のソリストを務める。1992年
には独ライプチヒ聖 トーマス軟会において、HJ口 ,チュ指暉によるカン
タータ礼拝式にソリストとして出演した。また在学中から在層している

芸大バ,ハ カンタータクラプでは、多年にわたり濱奏委員長を務める。
声楽を兵

“

豪希、 Rフ ィッシャー、Phフ ,テ ンロ,ハ ー、宇田川貞夫に、

宗教音楽を小林道夫、兵■豪希の各氏に師事。現在、渋谷混声合唱団の

指算者.1987年 から当合唱団の指導にあたっている。

オルガン 」に里予 3こ 雇彗
東京芸術大学卒業.ビ ア′を滝崎捜代子、クラリネットを千葉国夫、

室内楽を口野孝興の各氏に暉事。オルガンの手ほどきを今井奈諸子氏に

受ける。オルガン、通奏低音のほか、合嘔指導、ビア′伴奏、作曲と幅広く

活動。現在、著荷谷キリスト致会オルガニスト.日 本オルガニスト協会
会員。日本オルガン研究会会員。東京三菱銀行合唱団指揮者。当合唱団
薇習ビアニスト.

アマデウス・ アンサンブル
Vn l海 保 あ け み

長野県松本市出身.3歳 より才能数育研究会にてヴァイオリンを

始める。東京芸術大手音楽学部卒業.在学中、芸大バ,ハ カンタータ
クラプに在薔。現在 フリーの演奏家 として室内楽、オークス トラ、
スタジオの分野で活励中.

Vm 2片 桐 恵 里
東京芸術大学卒業.同 大手院修了.ヴ ァイオ リンを掛谷洋三、

浦川宜也.室内楽をルイ・ グレーラー.ピュイグ・ ロジェの各氏に師事。

第 4口埼玉県新人演奏会に出演。現在、東京ハルモニア室内オーケス

トラのメンバー.

Va 深 澤 美 奈
1993年第 3回 日本室内楽コンクール入選.1996年東京文化会館新進

音楽家デ ピューコンサー ト出濱 .1997年東京文化会館小ホールにて
ヴィオラジョイントリサイタルを開催。同年東京芸術大学大学院修了.

これまでに,中馬敬子、浦川
=也

、河合■子、菅沼準二の各氏に師事。
Vc 伊 ■ 恵 以 子

東京芸術大手、同大手院博士躍程修了.チェロを三木敬之、レーヌ・

フラショー.倉田澄子の各氏、室内楽を巌本真理カルテットに師事 .

第48口 日本音楽コンクールチェロ部門入遺.1982‐34年バリエコールノル
マルで学ぶ。芸大在学中バ,ハ カンタータクラプに所属し、室内楽など

を中心に演奏活動を行つている。また、R書に「ポール・ トルトゥリエ

チェリストの自画像」「メニューインとの対話Jな どがある。
κb 柳 澤 智 之

東京芸術大学音楽学部卒業.同大学院薔士墨程修了.コ ントラバスを

小星昌広、永島義男、ツォリレト・ティバイ.晨木岩寿の各氏に師事。アン

サンブル・ コンテンポラリー α、アンサンブル・ セシー ドのメンバー.
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■issa Te■ ,ore QuadragesEle(四 旬飾用 ミサ)Ⅲ 553二 短調 ミヒャエル ハイ ドン作曲 1794年

1 スyrie

Kyrie eleison(3日 m)               主よ あわれみ給え .

Christe eteiso■ (3ml)             キ リス トよ、あわれみ綸え。
Ryrie eleison(3nu)               主よ、あわれみ給え .

(Glo=i3は 歌われない )

2 Credo(まぃ,しは,レゴリオ里Rヽよつて1かh`)

(Credo in unu口 Deuo,)Patre■ ol nipotenten,    (載 は信ず、〕全能の抑父なる (唯 ―の神 を,、

factoren caeli et terrae,            天と地の道 り主を、
visibilium omniШ ,ct invisibilium       全ての見ゆるものと見えぎるものの造 り主を .

Bt in unum Dominun」 esum Christum.        そ して我らの主イエス キ リス トを信ず、
Fll um Dei unigenitum              ひ とり子として生 まれお いし神の御子を .

El ex Patre natum ante omia saecuL       御父よりよろすの世 の前に生 まれ給 いし御子を.

Dett de Deo.lunen de lu● ine.           神よりの神、光よりの光 を
Deua verun de Deo vero             まことの神よりのまことの神を。

Cenitun,■ on,actu■ ,consubstantiale■ Patr●     造 られず して生 まれ綺える、御父 と一体なる君を。
per quem omnia facta sunt            全ての道 られ しものその著より成れ り。

Oui propter nos ho■ ines,             その君我 ら人類のため、
et propter nOstram salute■ descendit de cael: 我 らの教いのために天より降 り給 う。

El incarnatus est de Spiritu Sancto       そして聖■により受肉 し給い、
ex Haria Virgine:                処女マ リアよ り出で、

Et ho■o Factus est                                 り、と

"ヽ

り,合 え り.

Crucirixus etiam pro nobis:            我 らのために十字果 にさえつけられ給 えり。
sub Pontio Pilato passus            すなわちボ ンテオ‐ピラ トのもとに者 しみを受け、
et sepultus est                 葬 られおえ り。

Et resurrexit tertia die.             そして三 日目によみ返 り綸えり、
secundum Scripturas                  聖書 に従 lヽ て。

Et ascendit in caelum:              そ してスに昇 り給 う。
sedet ad dexteraE Patris_            即ち卿父の右に座 じ給 う。

Ct itcrum venturus est cШ  g!Oria,        そして栄光とともに再び来た り給わん とす、
judicare vivos et Dortuos:           生けるものと死せるものをさばき給うな り。
cujus regni non erit Finis           されば その君の工権は上むこと無か らん。

Et in Spiritun Sanctun,Do■ inu血           且つ聖霊なる主を信す。

Et vivificante血 :                  そ して生命あらせ給 う君を、

Qui eX Patre Filioque procedit          そは匈父より|1子 にも現れ給 う.

Oui cum Patre et Filio simul adoratur.      そは何父21び匈子 とともにあがめられ

et eong10rificatur:               たたえらるるな り。

Oui locutus e● per Prophetas          即ちそは預言者達により言い置かれ じ所な り。
tt unam sanetm catholic譴             そ して一にして聖なる公教の

et apostolic加 Occlesiam            且つ使徒継示の改会を信ず .

Con,lteor unum baptisma              我は唯―の洸礼 (バ ブテスマ )を 認む

in renissionem peccatorull.           罪の31し の時に。

Et exspecto resurtectionem mOrtucrul       そして死せる者のよみがえ りを望む。

Et vitam venturi saeculi             併せて来 らんとする世の命をも.

施en                         アーメン.

3.Sanctus-3o■ odictus
Sanctus.Sanctus.                  聖なるかな、聖なるかな

Sanctus Do■ inus Deus Sabaoth          聖なるかな、万軍の主なる神 .

Pleni sunt caeli et terra gloria tua       汝の栄光天地 に満て り.

Hosanna in excelsis                いと高き所にホサナ (歓呼の言葉).



0,0'0''● ● ● ●

Page lin3● 3 et rantun ergo RAB33ア ントン ブルックナー 1868年作曲
(ル ドウィッヒ ベルバーリヒ編「宗教合唱曲選集J3)

(菫‖夷1声合| 五I103't含0)

Pange lingua gloriosi corpOris■ysteri血    舌よ 薔れある御体の秘風を頌しまつれ、

sanguinisque pretiosi,           血を流しおい、それゆえに尊き秘蹟を。
quem in mundi pretium           この世の燎い代として

fructus ventris generosi,          とうとき匈腹の産みおいし御子
rex o,fudit gen■ um.            もろすとの工これを捨て綸えるほどの尊き秘風を.

Tantun ergO sacramentu口 venereDur cernui,  かく大なる秘蹟を、そのゆえ

'ら
ひれ伏して敬いまつる、

et antiquun documentum nove cedat ritui:  そして、古き戒めを去りて新なる礼拝の方式に移り0く 、

Benediclus qui eenir in norine Doniri-
losanna in ercelsis.

4. r8nu3 !. i
Astrus Dei,qui tollis peccata oundi,
lgnus Dei :!iserere nobis.
(3:ll)

prae6ter f ides supplerentun
sensuuo delectui.

Geniiori Setlitoque laus et iubi latio,

Gifitei)
Locus isle a Deo laclus est

iraEsriiebi Le sacr&en1ur
irreplehensibi I is est.

Locus iste a Deo factus es!.

ほむべきかな、主φ

"名
によりて来たる者 .

いと高き所にホサナ.

世の罪を除き綸う神の小羊.

神の小学よ、議らを憐れみ給え。

satus honor virtus quoque sit et benedictio.■ |ヽ 薔れ、権能のみならず、祝福も有らんことを
procedenti ab utroque compar sit ialldatio  "者 より現れしものに同じ賛業の有らんあことを.

Gradu■ le好諧唱)WA320ハ 長瀾 アントン‐プルックナー 1869年 作山
(ル ドウィッヒ ベルバーリヒ編「宗教合唱山選集,4)

信||が 助けを授けんことを

感党のにぶきに。

例父にも御子にも贅美と歓びの声、

この場所は神により遣 られ しな り

はか り彙き不思議にて

難ずべきところ無 し.

この場所は神によりて菫 られ しな り。

vexi na regis 口AB51ア ントン ブルックナー 1892年 作山

(ル ドウイッヒ ベルバーリヒ編「宗教合嘔曲選集」10)

G* Fet lirrrt*r)
veri I la resis prode'rnt

Iulget crucis Dysteriuo
quo .arne camis cotrdilor
suspensus est Patibulo.

0 crul ave spes mica
hoc passionis teopore
auSe piis justiiie
re isque dona veni&.

Te su6ra l)eus TriDitas
col laudel ornis spirillls
q os Der crucis Dysleriuo salvas
roSe 9er saecula.l!en.

工の御旗 進み来る、

十字架の奥義輝きを放つ、
それゆえに肉によりて肉の歌をつのらすものは

凛刑の木に高く東けらる。

おおようこそ、十字栞.嗜―の菫みよ.

この受肇節に

信仰深き者に議を増し加え、

然有らぬ者にも故しを綸え.

いと高き神にして三位一体なる法を

諸々の魂こぞりてほめまつらんことを

十字架の3儀によりて敦い船うそれらを、

代々にわたりて、治め船え。アーメン.



Stabat 13ter 作品138ヨ ーゼフ オブリエル ラインベルガー 作山年代19世紀後半

l.Stabat lat.r dolorosa(lEl)

0)
Stabar Iater dolorosa,

juxla cruce! lacriEosa,
dur peDdebar fil ius,

(2)

意しめる御母はいつまでも什みありき、
十字架の労らに涙に暮れて、
口子の架かれる間.

Cujus ani口an gementem.             接女の、露然 としてを しみ迫 り、悩みつつ、
contristattt et dolentem           嗅ける魂 を、
pertransivit gladius            剣、これを貫けり。

(3)

O quall tristis et aFflicta           ああ、いかlrか り意 しみ、打ち絆かれ しか
fuit ina benedicta              かの視福 され し、
口ater unigeniti!               匈ひ とり子の御母は :

(4)

Ouae maerebat et dolebat,            彼女は嘆き露 しみ、悩みてあ りき、
pia mater.dШ  videbat              慈愛深き靱母 よ、
nati poenas inclyti_             人目にさらされ じ御子の苦 しみを眺め居 りし間 .

2.Ouis est ho■ o(1111)

(5)

Ouis est homo qui non fleret.          離か悲 しまぎる者あらんや、
口atrem Christi si viderct           キリス トの御母の
in tanto supplicio,              かほ どの哀豪 の苦 しみにあるを見なば ,

(6)

00iS non posset contristari,          誰か麟然たらぎるを得んや、
Christi matrem contemplari          キリス トの御母の 御子とともに
dolentem cun fllio?              苦しめるをつぶさに見らるるは?

(7)

Pro pecca● s suae gentis.            おのが民の罪のために

vidit」 esutt in tormentis,           構間の責め書のうちにな りて

et flagellls subditum             笞の下に置かれ綸 うイエスを眺め層お いき。

(8)

Vidit suu■ dulceD natum             おのが愛する御子の

口orienten desolatun.             見捨 てられ死にゆ くも眺め居給 いき、

dum emisit spiritum             御魂を手ユし綸いしとき。

3 E,a 

“

ater rOns a■ Oris(卜頸1-卜 11 崚合1に よリメストラール1に tbl`)

(9)

Bj a● ater.Fons a■oris,             いぎ、愛の泉なるコ母よ、

me sentire vim loloris Fac,          aに 痛みのいかは どなるを気づか しめ、

ut tecun lugea■                 汝 と共に悲 じむようにな し綺え .

(10)

Fac.ut ardeat cor口 eum             aが 心を燃ゆるが如くな し始え、

in ttendO christum Deun.           神なるキリス トを愛することにおいて、

ut sibi co■ placeam              彼のコ心にかなうべく.



(11)

Sancta mater,istud agas.            聖なるコ母よ、この如きものも導き給え、
crucifixi fige plagas cordi meo       十字架に打ち付 けしその傷 を我が心に刻み、
valide                     ヵを与え給え.

(12)

Tui nati vulnerati,               汝の御子の傷つけられ、
lm dignati pro me pati,           か くまで我がために心を定めて耐え給 いし
poenas mecum divide             責め書を我 と分ち給え .

(10)

Fac me tecun pie flere.            我を汝 と共に深き愛をもて悲 しみ泣き、
cruciFixo condolere,             +字 架につけたる事に痛みを覚え じめよ
donec ego vixero               我が生 くる限り。

(14)

Juxta crucem tecum stare            十字架の労 らに汝 と共に立ち、
et me tibi sociare              声 をあげて泣 くとき我 を汝に結合せ しむるを
in planctu desidero              ひたす ら望む .

4.Virgo virginu●  praeclara(贅 II長祠)

(15)

Vir80 Virginum praeclara,            処女のうちのす ぐれ し処女なる聖母の君 よ、
mibi ja■ non sis amara:            我をもはや疎みお うことなかれ、
fac me tecum plangere             aを 汝 と共に声 をあげて泣か しめよ.

(16)

Fac.ut portem Christi mortem,         キ リス トの死を帯び、
passionis fac consortem            御受難の連帯者 とな して、
et plagas recOlere                 打ち傷 を想 !ヽ 起 こさ じめ給え .

(17)
Fac me plagis vuinerari,            我 を打ち傷にて傷を負わ しめ給え
Fac me cruce inebriari,            十宇架に酔わ しめ、
et eruore Filii                御子の血潮に浸 らしめ給え .

(18)
]n,lammatus et accensus             火をつけられ、焼かるるとき
perte,virgo sim deFensus           処女なる聖母の君よ、願わ くば汝によ りて守られんことを、
ln die,udicii                 審判の 日に。

(19)

Fac me cruce custodiri,             +字架に守られ
morte Christi praemuniri,           キリス トの死にて我が行 く手 を固められ、
confoveri gratia               思籠によりて慈 しまるるようにな し給え。

(20) (117-1 交0長ヨ)

OuandO cOrpus morietur.             肉の体の死ぬ とき、
Fac,ut aninae donetur           魂 に天国の
paradisi gloria                誉れの与えらるるようにな し給え .

(翻 訳文責 :野 口 豪 )
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合唱団員募集

東京アマデウス合唱団では次回演奏会に向け、団員を募集しています。

音楽を愛する方なら経験Iよ不間です。練習は毎週水曜日18:30～ 21:00、

営団地下鉄東西線神楽坂駅近くの「聖パルナバ教会」で行つています。

入団費は1000円、団費は月4.000円 です。学生割弓I有り(他に楽譜代など)

合娼に興味をお持ちの方、是非お越しください。見学も歓迎です。

おP.|い合わせ:03(3960)7714大 久保、 048(476)4056辻 村


